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平成２０年度「専修学校を活用した再チャレンジ支援推進事業」成果報告書

　２００８年に改正された診療報酬で、カルテ電子化関連業務の重要性が大きくなった。これによ
り、医療機関では、医学知識、接遇応対等幅広いスキルを身につけた人材確保が経営の重要ポ
イントとなりつつある。そこで、今回のプログラムではこの点に焦点を当てることに特化した。子育
てが一段落した医療事務経験者を受講対象者とした。電子カルテ・ＤＰＣ（医療費の包括請求)教
育プログラムを提供することにより、高次のスキルを習得し、再就職活動を有利に展開することを
主眼に置いた。

　２．事業の評価に関する項目

　習得させた技術と知識は次の通りである。①電子カルテ入力操作方法、②電子カルテの使用
意義、③電子カルテの利点と課題、④ＤＰＣ（医療費の包括請求）制度導入背景の理解、⑤ＤＰ
Ｃの基礎知識、⑥ＤＰＣ普及の利点と今後の課題

　１．事業の概要

　　①目的・重点事項の達成状況

社会復帰を目指す女性のためのＩＴ医療事務・電子カルテ・ＤＰＣ教育

学校法人三幸学園

仙台医療秘書福祉専門学校

　今回の受講対象者は、医療事務職の経験者である。その方々に電子カルテとＤＰＣ（医療費の
総括請求制度)の高次のスキルを習得させる。そして今までの医療事務職の経験を活かし、再就
職活動を有利に展開し、社会復帰を果たすことを主目的とした。習得させた知識と技術は次の通
りである。①電子カルテ入力操作方法、②電子カルテの使用意義、③電子カルテ使用による利
点と課題、④ＤＰＣ導入背景の理解、⑤ＤＰＣのの基礎理解、⑥ＤＰＣ普及による利点と今後の課
題の６点である。成果の総括として、まず、これから電子カルテとＤＰＣ導入の必要性と意義を受
講生にきちんと伝えられた点を挙げておく。今回の訓練を受けたことにより、当初の目的どおり、
受講した全員がこれらのスキルを活かした職業に就きたいと思うようになってくれたことも大きな成
果と考える（今回のカリキュラムに就職支援プログラムも組み込むことにより、就職活動手順・模擬
面接・自分の強みや適正等の発見作業、経歴の棚卸等の作業による自己の振り返りを実施し
た）。実施時間数は、総時間数１２０時間のうち、電子カルテに１２時間、ＤＰＣに１８時間を取っ
た。今回のカリキュラムに盛り込んだ、ＰＣスキルのエクセル・ワードの入力操作関連も、パソコン
に不慣れな方々も全受講者の半数おり、概ね好評であった。また、受講者の大半が、結婚・子育
て等で医療現場を久しく離れていた。そこで、医学の基礎と医療保険の概要の授業も、ＤＰＣ理
解の一環として、大いに役立ったと思われる。

理 事 長 鳥 居 秀 光

　　②事業により得られた成果

女性の再チャレンジ支援プログラム



・講座総時間数　１２０時間

・１日当りの時間数　６時間
・履修証明書発行人数　９名

・テーマ

・日程；　平成２０年１１月４日(火)～１２月１９日(金)で２０日間、計120時間

・時間；　各日とも９：３０～１２：３０、１３：３０～１６：３０　

・カリキュラム；　オリエンテーション1時間、医療保険制度5時間、医事ＣＰ講座30時間

　　　　　　　　　　ＰＣ講座24時間、メディカルマナー講座6時間、基礎医学講座18時間

　　　　　　　　　　電子カルテ講座12時間、ＤＰＣ講座18時間、就職支援関連6時間

・定員；　20名

・受講者；　女性１０名（２０代４名、３０代３名、４０代３名）

・実施場所；　当校教室

・修了者の主な感想；

　この事業のために、電子カルテとＤＰＣ教育を新規に開発した。修正を必要とする課題等残っ
たが、本科生（２年課程)の授業にもぜひ取り入れてみたい。そして、高度な電子カルテ・ＤＰＣス
キルを身につけた人材の育成を図り、地域に必要とさてる教育機関として存在価値を高めていき
たい。

　電子カルテ、ＤＰＣカリキュラムを提供するに当り、課題が１つ残った。それは、実施時間数が少
強なかったことである。修了後の受講生の声で、大多数の方々から、「電子カルテとＤＰＣの学習
時間が短かった」、「もっと勉強したかった」等の感想を頂戴した。このプログラムを初めて開発し
手がけたということもあるが、当初想定していた時間数では十分な受講満足を得られなかった。こ
の点、電子カルテとＤＰＣ教育の時間数増を前提とした、プログラム再構築の必要性を感じた。

　　②カリキュラムの内容

　　③講座の実施

　　「ＤＰＣ講座を受け、就職先の選択の幅が拡がったので良かった。ただ経験者にとっては少し
物足りなさも感じた。現在導入が進んでいる電子カルテ講座の時間数がもう少し欲しかった。」

　　「あっという間の２ヶ月だった。パソコン初心者としては授業についてついていくのが大変だっ
た。もっと電子カルテの時間を増やして欲しい。」

　　①履修証明書等

　３．事業の実施に関する項目

　  ④次年度以降における課題・展開

　　③今後の活用

　　前述の「１．事業の概要」と一部重複するが、平成２０年施行の診療報酬改正により、カルテ電
子化に伴う関連業務の必要性が増した。医療機関では、電子カルテ・ＤＰＣ等のスキルを身につ
けた人材の確保が経営上、重要となった。そこで、医療機関従事経験があり、子育てが一段落し
た方を対象にさらに高次のスキルを身につけ、就職活動を有利に展開し、社会復帰を目指す教
育プログラムを提供する。



　　「はじめは不安だったが、先生方とほかの受講生の皆さんと過ごす日々が楽しかった。」

　　「電子カルテの授業時間が短くて残念だった。医療事務は５日間あり、充実していた。」

　  ④支援対象者（受講者）の状況

修了者９名中、すぐに再就職を希望している方は６名である。この方々に就職支援として次の２
つのケアを実施した。①当校グループ会社（人材紹介・人材派遣)への登録、②医療機関求人情
報を携帯メール配信サービス。１月３１日現在、３名の方が医療機関に就職内定した。
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